第26回　バス交通整備検討委員会　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2010.11.24　14:00～15:40
　□会　　場：中央公民館第３研修室
□出 席 者：山口委員長、永井副委員長、柿崎、岸、小井、小矢島、寺内（川上代理）

友井タクシー、小山中央観光バス、大山タクシー、小山タクシー協会
（以上、計11名　敬称略）
　□内　　容：（1）10月再編路線の現状について
（2）10月再編路線の課題・評価及び目標・対応について
（3）西部地区バス再編案について
（4）西部地区デマンドバス運行事業者の選定について
（5）その他
■議事要旨

（1）10月再編路線の現状について
（2）10月再編路線の課題・評価及び目標・対応について

資料に基づき、以下のとおり事務局より説明があった。

・10月に再編成を行ったが、その1ヶ月間の各路線の乗車人数は「乗車人員統計表」の通りである。再編前の平均969人／日に対して再編後は1,083／日と100人ほど増加している。
・各路線の状況については「路線ごとの乗り込み調査資料」の通りである。利用者数は再編による影響がある路線もあるが、概ね収支率は改善の傾向が見られる。
・ただし、間々田東西路線は高校生を中心に利用者数が減少したこと、土塔平成通り線と大谷中央線、各デマンドエリアについては新規路線として周知度が低いため引き続き積極的なＰＲが必要であるなど、検証と対応が必要と考えている。
・デマンド利用者へ電話による聞き取り調査を行った結果では、高齢者を中心に利用がされており、今後とも周知されるに従って利用者は増加してくるものと考える。

・デマンドバスについては、予約や乗り継ぎに対するとまどいなどが伺えるが、新しいシステムに慣れてもらうための取り組みを引き続き進めていきたい。

・デマンドバス自体の利用者がまだ少ないことからタクシーへの影響は現れていないが、今後の利用者の動向によっては何らかの影響も予想される。バスとタクシーの共存を図るためにも、行政と事業者との定期的な連携を図っていきたい。

［主な質疑応答］
（委員）デマンドのＰＲはどのように行ったのか？

（事務局）９月１日付けの市報でダイヤを含めた再編のおしらせを配布、15日付けでは路線ごとのダイヤを地区別に配布するとともに、市ＨＰにも掲載した。

これに先だってデマンドに関する説明会を地区別に数多く開催してきたが、猛暑などの影響で高齢者の出足が鈍かった。後日、家族から夜間・休日に実施すべきとの意見が出された。西部地区では、これらの反省を生かして説明会を実施して行きたい。
（委員）再編成による利用者減などの影響はどのくらいで回復するのか？

（事務局）路線によって違ってくるが、通勤通学利用者の回復は比較的早い。羽川線はピーク時の満員に対応するには車両の大型化が必要になってくる。間々田線も徐々に回復のきざしがある。その他には全般的に昼間時間帯の利用者増を図ることが必要と考えている。

（事業者）これまでの経験から、一般的には約３ヶ月でおおよそ回復して来る。

また、再編前は障がい者が無料であったこともあり、特別に用件のない利用者も多かったが、再編後は有料になったことで本当に必要な人が利用するようになった。そのため利用者数は減っているが、収支率は改善している。

（委員）デマンド登録率の目標の考え方は？

（事務局）全体の平均としては30％を目標としたが、依存度の高いと思われるところは50％に、低いと思われるところは30％に設定するなどしている。

（委員）再編成直後の１ヶ月ではあるが、利用状況がかなり厳しい路線もみられる。実証運行に伴う来年度の予算確保も必要だし、地域の生活交通を守っていくという面からは、地域としての役割があり、地域住民の意識も必要である。

存続が不可能な状態になって地元があわてるということのないように、今から手立てが必要だろう。

（事務局）来年度の予算ついては、運行補助として市に予算要求はしており、バス停オーナー、サポーターの協賛も運行初期の段階で沿線企業数社に協力いただいているが、経営が厳しく予定したほど協賛金が集まっていない。引き続き、企業に限らず自治会等にもサポーター等への協力依頼を続けていく。

また、郊外においては、どうしてもバスに頼らざるを得ない人を守っていくことも大切であり、地域が支える交通という面も含めて３カ年の計画を進めていきたいと考えている。小山市の場合は「交通手段の確保は行政の役割」という意識が強く、一方自家用車の依存度が高く、バスは「あれば便利」レベルにある。これまでも地元の要望を受けた再編成や部分的な見直しの際には、具体的な効果をよく確認しながら地元とも協議をしてきた。地域の「バス友の会」を中心に、さらに地域が支えるという意識を高めていきたい。

（委員）行政から地域にそういう投げかけを続けていくことが大切だと思う。

（委員）デマンド方式への理解はまだまだ不足していると思う。バスが必要な高齢者ほど新しいシステムを理解するのはなかなか難しく、乗り継ぎへの抵抗も大きいようだ。

（委員）地域の主要な人がまず会員登録をして、口コミで広げていくのが最も効果的だろう。また、帰りの予約をしやすくする工夫も必要。

（事業者）利便性を高めていく改善は必要だが、あまり便利にすると県北地域のようにタクシー事業自体が成り立たなくなってしまう実例がある。今回の再編成では小山駅と市民病院の間のタクシー利用者が激減してしまった。距離や目的によるタクシーとバスの上手な棲み分けを考えなくてはいけない。まずは基本的なサービスをベースに周知による利用者増を図りたいと考えている。

（委員）確かに、タクシー需要は全国的に減少しており、デマンド交通等が充実すると、タクシー利用者が更に減少する恐れがある。タクシー需要増については新規開拓を含め商工会、行政等の意見をお願いしたい。
（委員）既存のタクシー利用者を奪うのではなく、たとえば家族の送迎に頼っていた人をデマンドに誘致するなど潜在的利用者を掘り起こしていくのが大切だろう。

（委員）一例ではあるが、中心部への自家用車の流入を制限するという施策も考えられる。

（委員）高齢者も困っているし、タクシー業界も困っている。何かいい工夫ができるといい。

（委員）タクシー券を無制限に配布するわけにもいかないように、限られた予算をどのように配分すると良いかという検証が必要だろう。
（3）西部地区バス再編案について
（4）西部地区デマンドバス運行事業者の選定について
資料に基づき、来年度に実施予定の市西部地区のデマンド化の内容、運行仕様及び事業者の選定について事務局より説明があった。
・市西部については大きく「中・穂積・豊田地区」と「寒川・生井地区」に分けて運行を行う。

・仕様書の内容をもとに事業者を募集・選定し、運行を委託する。

・乗り継ぎ路線となる「思川線」と「道の駅線」については、現行の路線を再編成して引き続き小山中央観光バスに運行を委託する。

［主な質疑応答］
（事業者）大谷地区のデマンド利用者は今後ともあまり大きく増加するのは難しいと思うが、その結果２～３年で廃止ということになると、初期投資が事業者の過剰負担になってしまう危険性もあるが。

（委員）行政が計画的に実施する公共交通という性格があるから、見直しはあってもいきなり廃止になってしまうということはないだろう。

（事業者）現在の利用者の状況をみると、計画よりも少ない台数で運営できる地区もあり、見直し案を提案したいと考えている。

（事業者）しかし、目標通りの利用者が見込めるようになった場合のことを考えると、計画通りに地区ごとの分担を定めておいたほうがいいだろう。

（委員）地区ごとの需給予測をしっかり判断して、車両台数等を決定していただければと思う。
（5）その他
①　小山駅東西口広告板について資料に基づき事務局より説明があった。

・駅前に設置してある路線図及び掲示板の裏を広告スペースとし、各事業者が広告契約を獲得することで事業者収入に加え、収支率の向上を図るものとする。

・基準広告料は、自由通路掲載料に準じるものとする。
［主な質疑応答］
（事業者）現在の経済状況を考えるとなかなか契約は難しいと思うが、広告料の値下げ等の調整はしてもよろしいのか？
（事務局）基本的には看板によって格差が生じるのは好ましくない。スペースや期間の分割も含めて、契約がしやすいような工夫をして欲しい。

②　サイクル＆バスライドについて資料に基づき事務局より説明があった。

・パーク＆バスライドは駐車場スペースの関係でなかなか実現が難しいため、まずは自転車利用者の掘り起こしを進めることとした。

・実施予定場所は資料にあるとおりで、調整中の企業もあるが、契約済みのところは12月から実施する予定で準備を進めている。

（以　上）













